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研究テーマ

一人一人が未来の創り手となる豊かな学びの創造



中央教育審議会答申（平成28年12月21日 P.19）一部抜粋

「社会に開かれた教育課程」の実現

（前略）新しい学習指導要領等においては，教育課程を通じて，子供たちが

変化の激しい社会を生きるために必要な資質・能力とは何かを明確にし，教

科等を学ぶ本質的な意義を大切にしつつ，教科等横断的な視点も持って育成

を目指していくこと，社会とのつながりを重視しながら学校の特色づくりを

図っていくこと，現実の社会との関わりの中で子供たち一人一人の豊かな学

びを実現していくことが課題となっている。

予測困難な時代に，一人一

小学校学習指導要領（平成29年３月公示） 前文 一部抜粋

（前略）一人一人の児童が，自分のよさや可能性を認識するととも

に，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協

働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，

持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求め

られる。

研究の背景
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研究の目的
「豊かな学び」の姿並びにその学びを実現する手法を明らかにすることを通して，一人一人
が「未来の創り手」となる学びを創り出すことを目的とする。

研究のビジョン

研究へのアプローチ

未来の創り手を通して
現在の
子供たち

研究の視点による
「豊かな学び」への
アプローチ

豊かな学び

１年次

創造 展開

３年次

充実

２年次

視点の設定
実践の分析

実践の蓄積
手法の精査

「豊かな学び」
まとめ

「未来の創り手」となるために必要な
資質・能力とは？
「豊かな学び」を創造する有効な手
段・手立てとは？
３年間を見通して，実践・検証を図
る。

学校経営，教科等教育，情報活用，特別支援教育のそれぞれの研究の視点から，「豊か
な学び」へアプローチする。

研究のキーワード
「未来の創り手」 「豊かな学び」

自らの可能性を発揮し，よりよい社会
と幸福な人生を創ることができる姿

自身の存在が認められることを土台と
し，よりよい社会づくりや幸福な人生
に向かう学び

一人が未来の創り手となる



研究のまとめ

成長の実感に関する質問紙調査（４件法） 結果比較 ■事前（７月） ■事後（１１月）

○自分は，学校生活や学習を通して，自分自身が
「分かるようになった，できるようになった」と思う。

3.39 
3.26 

3.00 
2.78 

3.38  3.29  3.12 
3.33 

1

2

3

4

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

○自分は，学校生活や学習を通して，周りの人から，
「分かるようになった，できるようになった」ことを認め
られていると思う。

成長の実感

次年度へのAction
「未来の創り手」の目指す姿として，「自らの可能性を発揮し，よりよい社会と幸福な人生を創ることができ

る姿」としたが，どのような資質・能力を指すのかについて具体的に示す必要があった。そこで次年度は，
今年度の成果を基に，「未来の創り手」となる資質・能力を設定し，「未来の創り手」となる「豊かな学び」を
より明らかにしていく。さらに，「学び」とそれを支える「学校経営」の効果を検証していくこととする。

子供たちの学びの「豊かさ」だと感じられる
ことについて，次のように整理した。

○「分からない」ことを自覚し，本当に「分かる」とい
うことを実感すること

○問いの解決により，更に新たな問いが生まれる
こと

○自身が学習のゴールを見いだすこと

これらのことから，子供たちが自ら新たな学
びを創り出そうとすることが「豊かさ」につな
がることが分かった。
その「豊かさ」を生み出すには，「分からな

い」を互いに共有しながら，それを乗り越える
学習過程が重要である。その学習過程とは，間
違いや失敗をしても繰り返し挑戦できたり，他
者との協働により助け合いながら解決したりす
るなどの学習過程である。つまり，一人一人の
可能性を発揮できる場面を設定することが必須
であることが見えてきた。
また，学校全体で目標を共有し，一人一人の

可能性を発揮する場面を設定するよう，教育活
動全体に組み込んでいくことも重要である。
「学び」とそれを支える「学校経営」が一体と
なることで，更に効果を発揮するのではないか
ということも見えてきた。

各研究の成果 学びの「豊かさ」と，その「豊かさ」のために

「豊かな学び」から見えてきたもの

「未来の創り手」について

教科等教育
子供たちにとって「見方・考え方」に着目した

問いは，学習活動が明確になるだけでなく，新た
な課題を発見するなど，学習がつながることを意
識することに有効であった。

学習過程を振り返ることは，自身の「分からな
い」状態を自覚することにつながり，学習後，成
長を実感することに有効であった。また，教師か
らの的確な学びの価値付けは，成長の実感をより
強めることが分かった。

学校経営
学校教育目標の意識化を図り，教育課程に基づ

いたPDCAサイクルを確立するカリキュラム・マネ
ジメントは，教育活動の質の向上につながるとと
もに，学校経営を効果的にマネジメントすること
に有効であった。

情報活用
情報活用に着目した学習活動や言語活動を充実

させるICT活用などを取り入れた学習過程の工夫
は，考えを深めたり分かりやすく伝えたりするう
えで有効であった。

特別支援教育
何を振り返るかを意識できるようにして，表現

する活動を行うことは，考えをまとめたり，自他
の成長を確認したりするうえで有効であった。
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「未来の創り手」となるには，成長の実感が伴うことが必要ではないかと捉え，質問紙
調査を行った結果が上記グラフである。「自分自身が分かるようになった」よりも「周り
の人から認められた」の方が数値が低い。「周りの人から認められる」ことを高める手立
てを行うことで，相乗的に「自分自身が分かる」ことも高まり，成長の実感につなげられる
のではないかと考える。



玉水小学校　教育指導計画（思いやりのあるやさしい子【共感力】）　４年生 ※３か月ごとに共感力を育むための実践ができたかチェックをする。できていないものについては

４月 ５月 ６月 チェック ７月 ８月 ９月 チェック １０月 １１月
始業式

入学式

歓迎遠足

家庭訪問

身体測定

スポーツテスト

交通教室

内科検診

運動会

プール掃除

プ－ル開き

集団宿泊教室

地震避難訓練

童話発表会

地区児童会

夏休み前全校集会

夏休み

水泳記録会

修学旅行

終業式

始業式

郡市陸上記録会

スケッチ大会

社会科見学旅行

愛校愛郷作業

教育相談

玉名市音楽会

音楽鑑賞会

火災避難訓練

学習発表会

よりよい話し合いをしよう 新聞を作ろう 一つの花
自分の考えをつたえるに

は

だれもが関わり合えるよう

に
ごんぎつね

「クラブ活動リーフレット」

を作ろう

火事からくらしを守る
事故や事件からくらしを

守る
ごみの処理と利用 水はどこから

きょう土のはってんにつく

す

＊全単元でグループで

の教え合い・学び合い
面積

明るい歌声をひびかせよ

う

拍の流れにのってリズム

を感じ取ろう

せんりつのとくちょうを感

じ取ろう

せんりつの重なりを感じ

取ろう

絵の具でゆめもよう まぼろしの花 つなぐんぐん 大すきな物語 からだでかんしょう わすれられないあの時 ほってすって見つけて

体ほぐしの運動 かけっこ・リレー・表現 キャッチバレーボール 浮く・泳ぐ運動 ハードル・走り幅跳び 走り高跳び・鉄棒 ベースボール型ゲーム

貝がら

Ｂ－（９）友情、信頼

エジソンとえいじ

Ａ－（３）節度、節制

人間愛の金メダル

Ｄ－（１８）生命の尊さ

不思議の不思議

Ｄ－（１８）生命の尊さ

ハクチョウの湖・瓢湖

Ｄ－（１９）自然愛護

道しるべ

Ｂ－（７）感謝

運動オンチのオリンピック

いなかの子だから

Ｂ－（６）親切、思いやり

少しだけなら

Ａ－（３）節度、節制

ぼくのお兄ちゃん

Ｃ－（１４）家族愛、家庭

生活の充実

不思議なぼくの気持ち

Ｂ－（６）親切、思いやり

新次のしょうぎ

Ａ－（２）正直、誠実

よわむし太郎

Ａ－（１）善悪の判断、自

律、自由と責任

Ａ－（５）希望と勇気、努

力と強い意志

だれに対しても同じ態度

で

Ｃ－（１２）

周りの人たちともっと仲良

くするために

Ｂ－（１０）相互理解、寛

雨のバス停留所で

Ｃ－（１１）規則の尊重

あこがれのアナウンサー

Ａ－（４）個性の伸長

笑顔であいさつ

Ｂ－（８）礼儀

お魚大好き　さかなクン

Ａ－（４）個性の伸長

川よ、もう一度

Ｄ－（１９）

自然愛護

だがし屋のおばあちゃん

Ｂ－（７）感謝

「正直」五十円分

Ａ－（２）正直、誠実

おっちゃん、ありがとう

Ｄ－（１８）生命の尊さ

礼節
１いろいろなおじぎのしか

た

２生活のリズムを見

直す

３お金の使い方 ４インターネットの正しい

使い方

５よりよい学級にするに

は

６訪問先でのマナー ７分かりやすく伝えよう

探究

日本語 くちびるたいそう たべもの あめのうた まいちがいの狂言 雨ニモマケズ 草枕 竹取物語

学級活動
（内容①②）

②４年生に進級して

①みんなで協力しよう

②図書室の利用の仕方

を考えよう

②自転車の安全な利用

②休み時間の安全な過

ごし方

②おっちゃん、ありがとう

（人権学習）

①不安や悩みを相談しよ

う

①まとめの会をしよう

②夏休みを充実させよう

②無言掃除に取り組もう

②前期の生活を振り返ろ

う

②目の健康

②地震災害時の安全

②センターができるまで

（人権学習）

児童会活動
1年生を迎える会

地区児童会

応援団 地区児童会 平和集会

地区児童会

　

クラブ活動
クラブ開始 各クラブ活動 各クラブ活動 各クラブ活動 各クラブ活動 各クラブ活動

学校行事
（学級）

始業式　入学式　歓迎遠

足　家庭訪問　身体測定

スポーツテスト　交通教室

知能検査　眼科検診

内科検診　運動会

プール掃除　プ－ル開き

教育相談　すこやか教室

地震津波避難訓練　童

話発表会

地区児童会　　　　夏休

み前全校集会　夏休み

水泳記録会

社会科見学旅行

終業式　　始業式　教育

相談

愛校愛郷作業

玉名市音楽会

火災避難訓練　学習発

表会

人権旬間

人権学習「おっちゃん、

ありがとう」

平和集会 熊本県人権子ども集会

参加（児童会）

人権学習「センターがで

きるまで」

「玉水小よい子のくらし」

を守ろう

誰とでも元気よくあいさつ

をしよう

天気にあった過ごし方を

考えよう

自分や友達の命を大切

にしよう

時間いっぱい掃除をしよ

う

学校のものを大切にしよ

う

正しいと思うことは勇気を

もって発言しよう

有明消防天水分署 玉名警察署天水駐在所 立花神楽保存会 社会福祉協議会
介護老人保健施設てん

すい倶楽部
民生児童委員

外国語

道徳教
科
等

人権教育

生徒指導

内外資源

学校行事
（全体）

玉
名
学

特
別
活
動

国語

社会

算数

理科

音楽

図工

体育

家庭科

わたしたちの玉名市、昔があって今がある 生き生きとくらせる福祉のまち玉名

○ 「カリキュラム・マネジメント」の３つの側面
で年間指導計画を作成する。

◇学校教育目標の意識化

◇年間指導計画の作成

◇学校教育目標の評価

◇改善策の立案

○各学年の年間指導計画を，実施後
の評価を生かして配置し直し，翌
年度のプランにつなぐ。

○「育てたい力」を視点に，児童の
姿で行事を振り返り，直後に改善
プランを作成して次年度につなぐ。

学校教育目標の実現につながる資質・能力を育む
カリキュラム・マネジメント

子供たちの豊かな学びを支えるために，教育課程に基づいた学校経営
の効果的・効率的なマネジメントが図られるようにする。

○学校教育目標の実現につながる「育
てたい力」と具体的な児童の姿，教
職員の関わりを共通理解する。

「各学校が設定する学校教育目標を実現するために，学習指導要領等に基づき
教育課程を編成し，それを実施・評価し改善していくこと」

※カリキュラム・マネジメントとは？

Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ

Ｐ

Ｃ

Ａ

学校経営

【共感力】

○「教育活動の評価」「授業の評
価」「行事の評価」等を基に，
児童の姿で授業や行事，教育課
程を振り返り，学校教育目標に
近づいたか確認するとともに，
課題を明らかにする。

Ｐ

○【共感力】を高めるための
教育活動に必要な人的・物
的資源を効果的に組み合わ
せた。

○【共感力】を高めるために，
社会や道徳，特別活動等で
教科等横断的に「生命」に
関する学習を推進した。

◇学校教育目標を焦点化
した実践（例）

Ｄ

側面ⅱ ＰＤＣＡサイクル

中
間
評
価

側面ⅲ 内外の教育資源の活用

【共感力】→「生命」

側面ⅰ 教育内容の教科等横断的な配列
年間指導計画例（育てたい力：【共感力】）



「見方・考え方」に着目した問いの工夫

子供たちが「見方・考え方」を働かせ，試行錯誤したり，多様な他者と
協働したりしながら，問題を解決していくようにする。

◇単元構成の工夫

◇学習活動の工夫

課題発見

試行錯誤の場面を取り入れた単元構成

◇「見方・考え方」に着目した問い

教科等教育
①

（例）数学〔高〕
「問い」を解決するため
に，課題が違う者同士で
思考を整理する活動を取
り入れた場面

現実の課題について考えさせる問い

（例）音楽〔中〕：音色や強弱を工夫して表現しよう

（例）公民〔高〕：参院選のあるべき姿は？

（例）家庭〔高〕：共生社会の実現に向け，社会の
一員として子育てにどうかかわるか？

（例）算数〔小〕
前時の振り返りを基に，本
時の「問い」を確認する活
動を取り入れた場面

（例）国語〔小〕：「推薦カードにまとめ，交流しよう」
単元の終末に行う物語の推薦文を書く学習を，単
元の導入にも行った。

導入 展開 終末

自分の力で推薦
文を書いてみる

物語の内容を
詳しく読む

推薦文を
書く

「見方・考え方」が働くことを見通した単元構成

実践的な行動
の促進

活動の明確化

視点を明確に
した議論

意欲の
継続・向上

（例）英語〔高〕：「世界の祭りをプレゼンしよう」
相手・目的意識を明確にし，「外国語によるコミュ
ニケーションにおける見方・考え方」を働かせ，情
報を再構築する場面を設定した。

外国の祭りの
文化を捉える

紹介のために情報を再構
築し，プレゼンにまとめる

物事の本質・価値を見いだす問い

「見方・考え方」の文言を入れた問い

協働解決の
場の設定

学習のつながり
の意識化

子
供
た
ち
の
「
見
方
・
考
え
方
」
が
働
く
こ
と
に
着
目
す
る

問

い

単
元
構
成

学
習
活
動

「
豊
か
な
学
び
」
の
創
造



子供たちが見通しを持ったり，成長を実感したりできるようにする。

学びを実感する振り返りの工夫

◇成長の実感につなげる学びの価値付け

◇学習過程を振り返る際の視点の明確化

教科等教育
②

学び方

（例）国語〔中〕：１枚ポートフォリオの手法を用いた学習活動を振り返るワークシート

「前の時間の学習と結び付けて考えて
いるね。」

「友達の発表にうなずいていたね。」
「話合いの司会を進んでしていたね。」

「人物の心情が分かったね。」
「相手を見て話すと，より伝わるね。」

「自分の思いをまとめることができるよ
うになったね。」

いつ
どの場面で行うか

単元計画や学習過程を
基に毎時，単元の始終

（例）ガイドブック
ワークシート
１枚ポートフォリオ

どのように
振り返りの視点に
沿った方法

子
供
た
ち
が
学
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る

学
び
の
価
値
付
け

振
り
返
り
の
視
点
の
明
確
化

資質・能力

「
豊
か
な
学
び
」
の
創
造

（例）道徳〔中〕
班での話合い活動の後に
「班での話合いで友達の発
表に付け加えていたね。」

と価値付ける。
（学ぶ態度）

学ぶ態度

学習内容の一般化

「何が分かりましたか。」
「学習を通して，学んだことは何ですか。」

「どのようにしたから分かりましたか。」
「話し合ったことはどう役立ちましたか。」

「（前と比べて）どう変わりましたか。」
「自信が付いたと思うことは何ですか。」

学習内容

学習方法

自己変容

何を振り返るか

何を
単元を貫く問いに対して
の自身の考え

いつ
単元を通して，毎時間に

どのように
１枚のシートに書きため，
単元の終末に思考過程を
振り返る



◇情報活用に着目した学習活動の工夫

◇学びを深め合う対話活動の工夫

◇言語活動を充実させるICT活用

子供たちが情報を整理・
分析し，まとめ・表現する
ことができるようにする。

他者との協働で考えを共
有・比較検討し，思考を
深めることができるように
する。

情報活用能力の育成を目指す学習過程の工夫

ICTを活用して情報を収集・選択・判断
したり，互いの考えを分かりやすく伝え
たりすることができるようにする。

情報活用

（例）算数〔小〕
求積活動で互いの考えを
共有する場面

（例）農業〔高〕
水田センサーから取得した
データを分析する場面

学習過程全体で，授業のねらいに
応じて活用の場面を設定する。

各教科等の学習において情報活用能力を身につけることができるよ
うにする。

特別支援
教育子供たちが自他の目標を共有しながら，分かったことやできた

ことを実感できるようにする。

中学部では授業者全員，高等
部では教科指導担当・担任間
による，個別の目標，指導上の
配慮事項等の共通理解を図
る。

自分の成長や他者のよさに気付くための工夫

○自分の考えをまとめるための
シートの活用

○本時の学びを次の活動に
活かすシートの活用

振り返りの工夫 対話活動の工夫

中学部振り返りシート（抜粋） 高等部学習プランシート

◇「振り返り」「対話活動」の工夫

自立活動〔中〕 美術〔高〕：陶芸

○振り返りを意識した対話活動の展開


